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11月27日は
小川和紙の日
「和紙のふるさと小川町」を
もっと身近に

聞議 ×員
の く つ な ぐ

特集

Ｐ．14

子供たちには、
さまざまな経験
を通じて成長し
てほしいです。

地域の活動は
支え合って
行っています。

古屋静子さん

荒井　修さん

わたしのひとコト「だから小川が好き」

Ｐ．7

­ホンダの動向に注視

 3年後の
工場集約に向けて

各
ペ
ー
ジ
下
に
も

町
の
み
ん
な
か
ら

ひ
と
コ
ト
！

ふ
た
り
は
な
か
よ
し

Ｐ．８

 議員のつぶやきにも注目

 一般質問に

 9人が登壇

表
紙
に
使
用
し
て
い
る
画
像
は
、
小
川
和
紙
の
「
透
か
し
入
り
和
紙
（
菱
文
様
）」
で
す
。

透
か
し
入
り
和
紙
は
、
漉す

き

簾ず

に
工
夫
を
す
る
こ
と
で
松
や
青
海
波
な
ど
の
模
様
の
透
か
し
を
入
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
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聞
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の く つ な ぐ
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〈和紙クイズの答え〉第１問＝①中国　第２問＝②皮　第３問＝11月27日

〇× 「議会だよりの
 いいところ・悪いところ」

Mini Column
オガワマチのことギカイのこと
一緒に見よう、考えよう
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Pick UP!
M

ain question Pick up
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89
「議会だよりの
 いいところ・悪いところ」

Mini Column
オガワマチのことギカイのこと
一緒に見よう、考えよう

井い

口ぐ
ち

亮り
ょ
う
い
ち
一
が
問
う

大お
お
と
ひ
さ
か
ず

戸
久
一
が
問
う

ＱＡＱ

ＱＡ

ＱＡＱ

笠か
さ
は
ら原　

武た
け
しが
問
う

ＡＱＡ

ＱＡＱＡ

ＡＱＡ

〇×〇 × 〇
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「議会だよりの
 いいところ・悪いところ」

Mini Column
オガワマチのことギカイのこと
一緒に見よう、考えよう

笠か
さ
は
ら原
規の
り
ひ
ろ弘
が
問
う

髙た
か

瀬せ　

勉つ
と
むが
問
う

ＱＡＱ

ＱＡＱ

ＱＡ

髙た
か

橋は
し

さ
ゆ
り
が
問
う

ＡＱＡ

ＡＱＡ

ＱＡ

長瀞町「

〇×〇×× 〇
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「議会だよりの
 いいところ・悪いところ」

Mini Column
オガワマチのことギカイのこと
一緒に見よう、考えよう

戸と

口ぐ
ち　

勝ま
さ
るが
問
う

島し
ま

﨑ざ
き

隆た
か

夫お

が
問
う

ＱＡＱ

ＱＡ

山や
ま
ぐ
ち口
勝か
つ

士し

が
問
う　
　
　

　

ＡＱＡ

ＱＡ

ＱＡＱＡ

〇×〇×〇×



編
集

・
発

行
：

埼
玉

県
小

川
町

議
会

　
　

　
埼

玉
県

比
企

郡
小

川
町

大
字

大
塚

5
5

番
地

〒
3
5
5
-
0
3
9
2

T
e
l. 0

4
9
3
-
7
2
-
1
2
2
1

F
a
x
. 0

4
9
3
-
7
4
-
6
8
7
7

Editors N
ote

2 0 1 8 冬

No.86

12 月 定 例 会

埼
玉
県
小
川
町
議
会

小川町議会だより
平成29年12月定例会冬号
（平成30年2月１日発行）

No.86
発行責任者：小川町議会議長 松本修三
編　　　集：議会広報発行特別委員会
　　　　　　委員長　笠原規弘　　副委員長　田中照子　
　　　　　　委　員　井口亮一・髙橋さゆり・島﨑隆夫・髙瀬　勉
編集後記
「今今と　今という間に　今ぞ無く　今という間に　今ぞ過ぎ行く」

どなたが詠ったのでしょうか。道
どう

歌
か

というのだそうです。訳すと、「今」

という言葉を口にしようとする瞬間に、その「今」は既に「今」では

なく「過去」となっていく。「今という時間を大切に、充実した議論

と的確な判断ができるよう日々心掛けるべし」といったところか。

焦らずに「今出来ること」を「今日」の分だけやればいい。「明日へ」

の余力を残しつつ。（笠原規弘）

傍聴席の
定員は
40名

傍聴から
はじめよう！！
どなたでも傍聴でき
ます（事前連絡は不要です）

役場３階にお越しください

次回定例会は

３月１日（木）〜
開会は10時です

信じています。
「ありがとう」の力

私
の住む本町一丁目は、環境も良く、公

共機関や買い物などへのアクセスも良

く、住みやすい地域です。

　世帯数も70くらいなので、皆様の顔と名前

が分かり、まとまっている町内だと思います。

近年、喜ばしいことに、新しく移り住んでこ

られる方もできました。

　地域の活動は、全世帯で協力し、維持する

ようにと努め、支え合って行なっています。

　また、女性有志の集まりで、35年続いてい

るエプロン会があります。同世代の人たちと

歓談しながら、町内行事への参加とお手伝い

をしています。

　しかしながら、今日、歳を重ねるにつれて、

代々受け継がれてきた行事や活動への負担が

出てきています……。

　今後のコミュニティの存続を考えるときが

きていると感じています。

我
が家には２人の子供がいます。娘は高校

３年生で、息子は中学３年生。ともに新

たな進路に向けて頑張っているところです。 

　親としては、間もなく終わる義務教育に感

慨もひとしおですが、慣れ親しんだ仲間との

別れや、新たな出逢いなどの経験を通じて、

人として大きく成長してくれることに期待し

ています。

　また、これまでもそれぞれに部活動に励み、

週末も練習や試合にと、忙しく取り組んでい

ました。私たちもたびたび応援に足を運び、

たくさんの思い出をもらいました。

　４月から始まる新生活。将来の夢に向かっ

て「今やれること・今しかできないこと」を

一生懸命やってほしいと願っています。
古屋静子さん
Shizuko Furuya
（本一）

荒井　修さん
Osamu Arai
（青下見田）

些細な出来事
から感じたこと

12月定例会から受付方法を一部変更し、傍聴
者の個人情報保護に一層の配慮をしました。

新たな進路を
見守る

コミュニティを
考える

14

高
齢
者
や
視
覚
の
弱
い
方
に
も
配
慮
し
た

フ
ォ
ン
ト
（
書
体
）
を
使
用
し
て
い
ま
す

Voices of People in O
gaw

a Tow
n  


